
「浅茂川温泉静の里」検討の取組実績

主な取組 主な内容 具体的な議論等

11日 網野町区長連絡協議会
12月議会の状況説明
施設の今後のあり方（廃止、用途変更、規模縮
小等）を検討していることの報告

区長連絡協議会からの意見
 ・ 観光業者からの意見は。
　⇒改修費用がかかりすぎる。他の施設があるなら絶対残さなくてもよい。との意見

17日 指定管理者への説明
12月議会の状況報告
今後のスケジュール感の確認

 ・ 今後の方向性はR6.9月頃決まる事を確認
 ・ 指定管理期間が残り1年となり、修繕や人材確保、開設日数等について考慮の打診

3日
4日

ニーズ調査（観光事業者、観光客）

観光事業者、観光客へそれぞれ、山陰近畿自
動車道の休憩施設等に関するニーズ調査を対
面による聞き取り調査（定性調査）により実施。
市内宿泊施設：５軒、観光客：６グループ

主な質問項目（宿泊施設）
 ・ 旅行者の交通手段、 ・ 旅行者の立ち寄り場所、 ・ 山陰近畿自動車道の延伸に関する質問
等
主な質問事項（観光客）
 ・ 京丹後市にお越しになった目的、 ・ 立ち寄り場所、 ・ 山陰近畿自動車道の延伸い関する質
問　等

14日 先進地視察 神奈川県三浦市 みうら・みさき　海の駅うらり（広義の「海業」、施設の物販等について視察）

22日 全体会議（第1回）

①審議事項の確認
②検討部会設置
③スケジュール確認
④グループディスカッション

グループディスカッションの議論の方向性
 ・ 現施設の改修や存続より、立地を活かした観光施設として再生すべき
グループディスカッションでの主な意見
 ・ もう修繕というレベルではない。 ・ 立地を活かした観光施設として再生するべき。 ・ 地域の
特徴をコンセプトにすべき。 ・ 泉源は足湯か農業利用ができないか。　・ 魚や野菜販売で集客
を図るべき。 ・ 海のレジャー施設が必要。 ・ 子どもたちのスイミングスクールの代替策が必要
ではないか。 ・ ターゲットは地元客か観光客か定めるべき。 ・ 地域のストーリーが観光資源
（長寿など）になる。 ・ 湧出量の減少は温泉としては致命的

全体会議（第2回）

①視察結果共有
②聞取り調査分析
③グループディスカッションの内容確認
④意見集約（施設に求める機能等）

検討部会（第1回） ①方向性の検討

4月
26日
及び
5/2

ヒアリング調査
浅茂川温泉静の里の利用者を対象にヒアリン
グ調査
4月末～5月初旬　　ヒアリング：52人

4/26の調査では、20人中18人が網野町の方であった。
5/2の調査では、GW期間であり、32人中18人が京丹後市の方、14人が市外からの方であった。
主な意見
  ・ 残してほしい（38件）は多い反面、残してほしい理由は「近いから」、「歩いて来れるから」、
「人が少なくてよい」、「なくなると寂しい」、「サウナがあればどこでもよい」、「あった方がよいが、
なければ他に行く」など、行政としてどういても残さなければいかないというものではない。
 ・ カフェやオープンスペース、農産物の販売など用途変更を求める意見
 ・ 修繕費用などを考えると廃止も仕方ないという意見
 ・ 税金で費用負担となると、利用しない人の負担が大きくなるという意見　　など

施設に求められる具体的な機能についての意見
 ・ 海産物や農産物を購入できる施設。 ・ 魚釣りなどの海の体験ができる施設。 ・ ジオパーク
の活用・紹介ができる施設。 ・ シーカヤックなどの海遊びができる施設。 ・ バラ寿司作りなど食
の体験ができる施設。 ・ 大型バスが駐車できる施設。 ・ 半日くらい滞在できる施設。 ・ アミティ
丹後など周辺施設との役割分担をした施設。 ・ ビーチブランコやモニュメントなどのフォトスポッ
ト。 ・ 飲食施設。 ・ サウナ施設。 ・ 釣り堀施設　など

1月

日程

2月

3月 26日
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13日 検討部会（第2回）

①漁業関係者の委員委嘱
②施設の現状とこれまでの検討状況
③ヒアリング調査の報告
④視察先検討
⑤会長まとめ案提示

主な議論等
 ・ ヒアリング調査の状況などを伝え、更に検討
 ・ 今後必要な施設の機能を確認するため、視察先を選定
 ・ 坂上会長が作成された提言書の草案の説明

24日 先進地視察
兵庫県たつの市
岡山県備前市

たつの市：道の駅みつ（浅茂川に近いロケーションを持った道の駅で議論中の機能を網羅す
る。）
備前市：海の駅しおじ（民間施設で海産物等を販売する施設。）

3日 先進地視察 福井県美浜町（事務局のみ） 美浜町：三方五湖レインボーテラス（海を見下ろすロケーションや足湯を視察）

20日 検討部会（第3回）
①視察報告
②提言書（中間まとめ）検討

主な議論等
 ・ 視察先の施設から学ぶべき点、導入できそうな点の意見交換。
 ・ 「オリジナル商品の開発」、「商品の陳列方法」、「地元の農産物・海産物の取扱い」、「BBQテ
ラスやカキ小屋の設置」、「海の見えるレストラン」、「学習体験施設の設置」などの事例を参考
に今後の施設整備に当たって必要な機能について議論。
 ・ 「浅茂川温泉静の里・温泉プールの今後のあり方・利活用についての提言（中間まとめ）」に
ついて議論を行い、提言書（中間まとめ）を取りまとめた。補足等があれば会長に一任するとと
された。

30日 提言書（中間まとめ）提出
提言書（中間まとめ）を理事者へ提出
パブリックコメントの実施について報告

　市長、副市長へこれまでの検討状況の報告と提言書の内容について説明

31日
～
8/2

関係者報告
関係者、関係団体に提言書（中間まとめ）の内
容と、パブリックコメントの実施について報告

　網野町区長連絡協議会三役、浅茂川区、地元観光協会（浅茂川・小浜）、指定管理者、スイミ
ングスクール事業者へ提言書（中間まとめ）の内容とパブリックコメントの実施について報告

7日 市議会産業建設常任委員会報告
提言書（中間まとめ）の内容とパブリックコメント
の実施について報告

　産業建設常任委員会へ提言書（中間まとめ）の内容とパブリックコメントの実施について報告

7日 パブリックコメント実施 パブリックコメントの手法を用い、意見募集
　8月7日～8月27日の3週間の日程でパブリックコメントの手法を用いて、提言書（中間まとめ）
についての意見募集

28日 全体会議（第3回） 提言書とりまとめ 　中間まとめに対する意見を踏まえ、提言書を取りまとめ
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